
さかいまち
議会だより

境町とホノルル市の姉妹都市協定締結!!
友好関係の深化に向けアロハシャツで議会
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令和４年 第３回臨時会

令和４年 第２回定例会

５月16日（１日間の会期）

６月13日～６月16日（４日間の会期）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計（議案第31号） 133億7,500万円 1億5,570万円 135億3,070万円

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

承認第3号
専決処分の承認を求めることについて
(境町税条例等の一部改正について)

令和4年5月16日
即　　日
原案承認

承認第4号
専決処分の承認を求めることについて
(境町国民健康保険税条例の一部改正について)

令和4年5月16日
即　　日
原案承認

同意第15号
境町固定資産評価員の選任につき同意を求めることに
ついて

令和4年5月16日
即　　日
原案同意

補正予算関係

各議案等審議結果

　令和４年第２回定例会は、６月13日から６月16日までの４日間の会期で開催いたしました。
　今定例会においては、一般質問の一人当たりの持ち時間を通常の最大60分で実施し、議場につきま
しては、引き続き議員席の間隔を広げて着席し、換気のため扉を開け最大限の新型コロナウイルス感染
症対策を行い、本会議を開催させていただきました。
　また、議会傍聴につきましても、感染予防対策の徹底をお願いしたうえで、人数を先着25名に制限
させていただき、実施いたしました。
　住民の皆様にはご理解ご協力を賜りまして、改めて深く感謝申し上げます。

　境町と姉妹都市であるホノルル市との、更
なる友好活動の推進を目的に、アロハシャツ
を着用し本会議を開催いたしました。ハワイ
ではアロハシャツは正装として着用する服装
であります。
　また、友好の証としてホノルル市から贈ら
れたアロハ柄のマスクも着用し、明るい雰囲
気の中会議が開催されました。（表紙写真）

全議案・原案可決
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決
算
特
別
委
員
会
を
進
行
す
る

渡
邊　

昇　

委
員
長

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

報告第１号
令和３年度境町一般会計予算事故繰越し繰越計算書に
ついて

― ―

報告第２号
令和３年度境町一般会計予算繰越明許費繰越計算書に
ついて

― ―

報告第３号
令和３年度境町住宅事業特別会計予算繰越明許費繰越
計算書について

― ―

報告第４号
令和３年度境町公共下水道事業特別会計予算繰越明許
費繰越計算書について

― ―

報告第５号 令和３年度境町水道事業会計予算繰越計算書について ― ―

議案第32号
境町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準
則を定める条例の一部を改正する条例案について

令和4年6月16日 原案可決

議案第33号 土地改良事業の計画について 令和4年6月16日 原案可決

議案第41号 工事請負契約の締結について 令和4年6月13日
即　　日
原案可決

議案第42号 工事請負契約の締結について 令和4年6月13日
即　　日
原案可決

議案第43号 工事請負契約の締結について 令和4年6月13日
即　　日
原案可決

議案第44号 工事請負契約の締結について 令和4年6月13日
即　　日
原案可決

議案第49号 事業契約の締結について 令和4年6月16日
即　　日
原案可決

境町水道事業（議案第48号） 予算現額 補正額 補正後の金額

収益的収入 6億7,882万円 150万円 6億8,032万円

収益的支出 6億7,324万円 150万円 6億7,474万円

各議案等審議結果

水道事業会計補正予算
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会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(議案第34号) 135億3,070万円 9億7,232万円 145億302万円

一般会計(議案第45号) 145億302万円 8,189万円 145億8,491万円

特
別
会
計

住宅事業(議案第35号)については、債務負担行為の補正となっております。

国民健康保険事業(議案第36号) 27億4,850万円 △211万円 27億4,639万円

後期高齢者医療事業(議案第37号) 5億2,860万円 824万円 5億3,684万円

介護保険事業(議案第38号) 19億4,350万円 242万円 19億4,592万円

公共下水道事業(議案第39号) 7億8,600万円 △575万円 7億8,025万円

公共下水道事業(議案第46号) 7億8,025万円 75万円 7億8,100万円

農業集落排水事業(議案第40号) 2億3,150万円 △256万円 2億2,894万円

農業集落排水事業(議案第47号) 2億2,894万円 20万円 2億2,914万円

議
席
２
番

　

染
谷　

直
人　

議
員

Q　
現
在
、
当
町
が
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
の
い
き
が
い
作
り
及
び
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
町
」
を
念
頭
に
、
健
幸

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
、
い
き
い
き
福
祉
大
会
の
無
料

招
待
等
を
実
施
し
た
結
果
、
医
療
費
の

抑
制
や
当
町
の
健
康
寿
命
の
伸
び
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
こ
れ
か

ら
の
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
今
後
も

引
き
続
き
「
生
涯
健
康
で
住
み
続
け
ら

れ
る
町
」
を
目
指
し
て
各
種
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

（
福
祉
部
長
）

高
齢
者
の
い
き
が
い
作
り
及
び
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
取
組
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

４人の議員が登壇しました　　

補正予算関係 令和４年度境町各種会計補正予算

１番　議席２番　染谷　直人　議員
　⑴ 高齢者のいきがい作り及び健康寿命を伸ばす
　　取組について
　⑵ 公共施設の命名権の募集（ネーミングライツ）
　　の導入について

２番　議席10番　 田山　文雄　議員
　⑴地方創生臨時交付金の活用について
　⑵ゼロカーボンシティの実現に向けた取組について
　⑶電子クーポンについて

３番　議席３番　枝　史子　議員
　⑴保育所の運営と、保育の質の向上について

４番　議席４番　 鈴木　英明　議員
　⑴社会福祉について
　⑵学校教育について
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議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q　
昨
年
、
茨
城
県
が
実
施
し
た
こ

と
に
よ
り
、
県
内
自
治
体
で
も
導
入
の

動
き
が
見
ら
れ
る
本
制
度
に
つ
い
て
、

当
町
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

A　
１
９
７
０
年
代
に
米
国
に
お
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
命
名
権
を
企
業

が
買
い
取
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
、
日
本
で
も
２
０
０
０
年
代
よ
り
当

手
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

年
間
数
百
万
円
程
度
の
収
入
に
対
し

名
前
や
看
板
、
地
図
等
を
変
更
す
る
こ

と
の
費
用
対
効
果
が
薄
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
地
方
の
知
名
度
が
低
い
施
設

等
で
は
、
他
の
自
治
体
も
パ
ー
ト
ナ
ー

探
し
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
当
町
の
導
入
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
し
た
い
。
た
だ
し
、
町
か
ら
営
業

を
か
け
、
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
確
認

で
き
れ
ば
、
町
と
し
て
も
公
募
を
行

い
、
導
入
に
向
け
、
対
応
し
て
参
り
た

い
。 

 
 

 

（
町
長
・
企
画
部
長
）

Q　
当
町
に
よ
る
﹁
い
き
い
き
福
祉

大
会
﹂
は
、
高
齢
者
の
い
き
が
い
作
り

の
一
助
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
う

が
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
当
町
の

考
え
方
を
伺
い
た
い
。

A　
「
い
き
い
き
福
祉
大
会
」
に
つ
い

て
は
、
去
る
４
月
20
日
に
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
創
立
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
実
施
。
今
後
の
同

大
会
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
意
向
も
踏
ま
え
つ

つ
、
ど
の
よ
う
な
会
を
開
催
す
る
の

か
、
町
と
し
て
は
継
続
し
て
開
催
で
き

る
よ
う
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
・
後
押

し
を
し
て
参
り
た
い
。

 

（
町
長
・
福
祉
部
長
）

に
よ
る
物
価
高
騰
の
影
響
が
あ
る
中
で
、

国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
例
等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
と

し
て
の
活
用
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A　
当
町
に
は
、
約
１
億
２
百
万
円

が
配
分
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

町
民
の
皆
様
の
日
常
生
活
に
寄
り
添
う

た
め
、
大
阪
市
が
実
施
す
る
よ
う
な
、

上
下
水
道
料
金
や
農
業
集
落
排
水
の
基

本
料
無
料
化
（
７
月
、
８
月
分
）
な

ど
、
事
業
者
ま
で
含
め
た
町
民
の
皆
さ

ま
が
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。
尚
、
給
食
費
の
食

材
費
の
高
騰
に
よ
る
補
填
を
町
が
行
い

値
上
げ
を
し
な
い
方
向
で
進
め
て
い
き

た
い
。  

（
町
長
・
企
画
部
長
）

Q　
﹁
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
表
明
自
治
体
﹂
と
し
て
全
国

で
７
０
２
自
治
体
が
表
明
、
当
町
も
そ

の
中
の
自
治
体
と
し
て
入
っ
て
い
ま

す
。

　

当
町
の
取
り
組
み
や
今
後
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

Q　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
、
並
び
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

公
共
施
設
の
命
名
権
の
募
集(

ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ)

の
導
入
に
つ
い
て

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

「干し芋カフェHOSHIIMONO100Café」
境町山神町歩道橋
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A　
現
在
、
町
で
は
脱
炭
素
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
太
陽
光
発
電

事
業
と
し
て
学
校
及
び
公
共
施
設
の
屋

根
等
38
箇
所
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
、
防
犯
灯
L
E
D
化
や
公
用
車
90

台
中
、
電
気
自
動
車
を
２
台
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
車
を
20
台
、
水
素
自
動
車
を
１

台
導
入
し
て
化
石
燃
料
の
削
減
、
自

動
運
転
バ
ス
の
導
入
に
よ
り
ま
し
て

C
O
²
削
減
を
図
り
、
町
内
畜
産
業

者
と
契
約
し
て
学
校
給
食
で
回
収
し
た

残
飯
を
活
用
し
て
頂
き
食
品
ロ
ス
ゴ
ミ

の
減
量
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、
廃
棄
物
と
環
境
を
考
え
る
協

議
会
の
構
成
自
治
体
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

 
 

 

（
企
画
部
長
）

Q　
町
が
実
施
す
る
予
定
の
電
子

ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て
は
、
普
及
定
着
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
的
に
も
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、

そ
の
た
め
の
町
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

A　
今
回
実
施
を
す
る
電
子
ク
ー
ポ

ン
は
、
今
ま
で
の
紙
券
を
電
子
に
切
り

替
え
て
総
額
２
億
円
を
発
行
し
、
１
年

を
か
け
て
丁
寧
に
町
内
事
業
者
と
町
民

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。
尚
、
こ
の
電
子
ク
ー
ポ
ン
券

で
町
税
、
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
、

学
校
の
修
学
旅
行
の
積
立
、
学
習
塾
の

月
謝
等
に
も
利
用
が
で
き
、
特
に
町
税

に
つ
い
て
プ
レ
ミ
ア
付
の
電
子
ク
ー
ポ

ン
券
で
納
付
は
自
治
体
と
し
て
例
の
な

い
取
り
組
み
で
す
。
今
後
、
町
民
に
対

す
る
周
知
と
し
て
、
ク
ー
ポ
ン
の
購
入

方
法
や
利
用
方
法
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ

を
各
戸
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
等
で
配
信
し
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
秘
書
公
室
長
）

Q　
町
は
、
保
育
所
の
安
全
に
つ
い

て
、
定
期
的
な
点
検
を
含
め
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

A　
保
育
施
設
の
安
全
管
理
に
つ
い

て
は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

等
が
記
載
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備

す
る
こ
と
が
国
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育

所
及
び
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
要
因
を
発
見

し
、
事
前
に
取
り
除
く
こ
と
や
、
万
が

一
の
際
に
速
や
か
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
保
育
士
等
職
員
に
よ
る
事
故
防
止

や
保
育
環
境
の
改
善
に
関
す
る
委
員
会

電
子
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て

議
席
３
番

枝　

史
子　

議
員

を
設
置
し
、
園
庭
、
遊
具
等
施
設
の
安

全
点
検
の
実
施
お
よ
び
全
職
員
で
の
情

報
の
共
有
化
等
、
施
設
の
実
情
に
応
じ

て
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

の
場
面
が
切
り
替
わ
る
際
に
は
、
そ
の

都
度
人
数
確
認
を
行
い
、
安
全
管
理
に

つ
い
て
も
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
施
設
内
外
の
安
全
点
検
に

努
め
、
各
保
育
施
設
と
の
共
通
理
解
や

体
制
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭

や
地
域
等
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

安
全
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
町
民
生
活
部
長
）

Q　
境
町
の
保
育
士
の
配
置
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
と
保
育
士
の
負
担
軽

減
と
い
う
観
点
か
ら
、﹁
保
育
士
の
増

員
﹂
と
い
っ
た
施
策
を
町
独
自
に
行
う

こ
と
は
可
能
か
。

A　
本
町
に
お
け
る
保
育
士
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
県
で
定
め
る
条
例
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　

町
が
独
自
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
お

こ
な
っ
て
い
な
い
が
、
給
食
の
配
膳

等
、
保
育
の
周
辺
業
務
に
従
事
す
る
職

員
や
、
保
育
業
務
の
補
助
を
行
う
短
時

間
勤
務
の
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
「
保
育
体
制
強
化
事

保
育
所
の
運
営
と
、
保
育
の

質
の
向
上
に
つ
い
て

中央公民館の屋上に設置されている
ソーラーパネル
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業
」「
保
育
補
助
者
雇
い
あ
げ
事
業
」

等
、
保
育
士
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
に
特
化
し
た
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
離
職
防
止
と
人
材

確
保
を
目
的
と
し
て
、
町
独
自
に
賃
金

に
月
額
１
万
円
を
補
助
す
る
「
保
育
士

確
保
の
た
め
の
給
与
ア
ッ
プ
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
当
初
は
令
和
３
年
度
ま
で

で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
保
育
の
担
い
手
と
な
る
保

育
士
の
確
保
や
、
保
育
士
の
負
担
軽
減

を
図
り
な
が
ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

安
心
し
て
保
育
所
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
保
育
の
質
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
町
民
生
活
部
長
）

Q　
農
業
分
野
と
福
祉
分
野
の
連
携

︵
農
福
連
携
︶
に
つ
い
て
当
町
の
現
状

及
び
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A　
当
町
に
お
け
る
就
労
系
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
２
か
所
あ
る
が

農
福
連
携
に
つ
い
て
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
最
近
、
当
町
に
お

い
て
も
民
間
事
業
者
が
農
福
連
携
を
手

掛
け
始
め
た
と
伺
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

障
が
い
者
雇
用
の
推
進
や
、
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
な
が
る
事
業
に
対
し
、
町
と
し

て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

（
福
祉
部
長
）

Q　
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
配
置

事
業
の
現
状
と
部
活
動
地
域
移
行
の
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A　
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
境
第
一
中
学
校
に
６

月
よ
り
１
名
の
教
員
経
験
者
を
女
子
テ

ニ
ス
部
に
配
置
し
て
い
る
。
今
後
も
必

要
に
応
じ
て
任
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
員
業
務
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

　

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
国

と
県
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
、

指
導
者
確
保
に
関
し
て
は
、
地
域
お
こ

議
席
４
番

鈴
木　

英
明　

議
員

し
協
力
隊
の
活
用
や
当
町
に
関
係
す
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
、
専
門
家
と
の
連

携
を
見
据
え
調
整
し
て
い
く
。

　

指
導
者
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
部
活
動
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
生

徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
町
で
助
成
す
る

な
ど
調
整
し
て
い
く
。　

（
教
育
次
長
）

社
会
福
祉
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て
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４
月
22
日
に
議
会
全
体
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
有
や
連
絡
調
整
等
を
行

う
手
段
と
し
て
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組

の
第
一
歩
と
し
て
、
境
町
議
会
で
も
今
後
さ
ら

に
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
12
日
に
、
ハ
ワ
イ
州
ノ
エ
ラ
ニ
小
学
校
と

境
小
学
校
の
姉
妹
校
提
携
協
定
調
印
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
将
来
的
な
交
換
留
学
や
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
等
を
目
的
と
し
て
児
童
同

士
の
親
交
関
係
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
並
び

に
国
際
交
流
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会
で
は
、
定
例
会

中
の
６
月
14
日
に
、
志
鳥
地
内
の
農
業
生
産
基

盤
整
備
事
業
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
大
型
機
械
で
の
耕
作
や
大
型

車
で
の
通
行
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
農
作
物
輸

送
や
資
材
の
搬
入
等
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る

農
道
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産

近
代
化
・
農
作
物
流
通
の
効
率
化
を
図
る
た
め

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
業
経
営
の
安

定
に
資
す
る
よ
う
、
農
道
整
備
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会

ハ
ワ
イ
州
ノ
エ
ラ
ニ
小
学
校
・

境
小
学
校
姉
妹
校
提
携
協
定
調
印
式

町
内
視
察

議 

会 

活 

動

委 員 長　枝　　史子　　委　　員　渡邊　　昇

副委員長　染谷　直人　　委　　員　青木　輝明

編集発行：茨城県境町議会広報編集委員会

ソフトバンクによるタブレット研修会を実施

オンラインによるハワイ州ノエラニ小学校と境小学校の
姉妹校提携協定調印式

志鳥地内現地視察の様子
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